
手
、gaRV徳
思
完
巴

O
m
w
g

〆
地
域
応
根
差
し
た
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

グ

田
辺
市
が
本
腰
を
入
れ
始
め
た
人
材
育
成

食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

金
丸
弘
美

国
が
地
方
創
生
法
を
定
め
た
。
事
業
の
創
出
、
若
者
の
定
住
な
ど
、
地
域
の
持
続
的
な
仕
組
み
を
作
る
よ
う
に
求
め
た

も
の
だ
。
人
口
減
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
労
働
人
口
の
激
減
、
空
き
家
の
増
加
な
ど
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
対
応
し
な
け

れ
ば
、
将
来
の
多
く
の
地
域
の
運
宮
、
が
難
し
く
な
る
か
ら
だ
。
ど
の
自
治
体
も
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
な
か
で
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
る
の
が
和
歌
山
県
田
辺
市
。
人
材
教
育
に
焦
点
を
当

て
、
力
を
入
れ
て
い
る
。
地
域
課
題
を
明
確
に
し
、
将
烹
ヒ
ジ
ョ
ン
を
地
域
に
沿
っ
た
形
で
具
体
化
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

和
歌
山
県
田
辺
市
で
は
、
人
材
育

成
事
業
「
た
な
べ
未
来
創
造
塾
」
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の

2
期
生
の
修

了
式
に

2
0
1
8
年

2
月
口
日
に

伺
っ
た
。
筆
者
は
、
塾
の
l
期
生
の

修
了
式
も
口
年

2
月
日
日
に
立
ち

会
っ
て
い
る
。
-
期
生
、

2
期
生
と

も
に
口
名
。
塾
生
が
パ
ワ

1
ポ
イ
ン

ト
を
用
い
て
事
業
構
想
を
紹
介
。
そ

の
あ
と
、
ロ
ビ

l
で
河
名
ほ
ど
の
関

係
者
に
ポ
ス
タ
ー
を
使
い
プ
レ
ゼ
ン

を
す
る
と
い
う
も
の
。
2
期
生
の
修

了
式
に
は

1
期
生
も
参
加
し
た
。

塾
生
は
初
代
か
ら
却
代
の
メ
ン

バ
ー
。
空
き
家
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

し
た
り
、
パ
ン
庄
が
開
業
し
農
家
と

連
携
し
て
加
工
品
が
生
ま
れ
た
り
、

林
業
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
家
具
居
・
建

築
家
な
ど
が
連
携
し
て
木
工
製
品
が

生
ま
れ
た
り
、
海
外
客
を
呼
び
込
む

事
業
が
生
ま
れ
た
り
し
て
い
る
。

塾
は
田
辺
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

「
た
な
べ
る
」
の
会
議
室
を
会
場
に
、

全
凶
回
の
講
座
で
凶
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
講
義
内
容
は
撤
密
に
組
み
立
て

ら
れ
て
い
て
、
参
加
塾
生
の
ス
キ
ル

を
活
か
し
て
自
発
的
な
事
業
を
生
み

出
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
塾
期
間
に
何

度
も
懇
親
会
を
行
っ
た
こ
と
で
、
地

域
の
知
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
が
仲
間
に

な
り
、
そ
こ
か
ら
自
然
に
連
携
を
生

む
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
塾
の
優
れ
て
い
る
こ
と
が
、

い
く
つ
か
あ
る
。

①
塾
生
の
公
募
と
同
時
に
、
地
元
商

工
会
や
金
融
機
関
な
ど
の
推
薦
を

受
け
、
若
手
の
事
業
者
や
起
業
希

望
者
な
ど
を
募
っ
た
。

②
市
の
担
当
者
が
す
べ
て
の
塾
生
候

補
者
と
面
接
を
行
い
、
塾
の
内
容

塾の担当である鍋屋さんわf、市を取り巻く現況と課題を

紹介した

昌信用金庫・2018・5

や
方
向
、
目
的
を
説
明
し
て
、
賛

同
を
得
た
メ
ン
バ
ー
を
塾
生
に
し

た
。

③
塾
生
が
将
来
連
携
を
す
る
こ
と
で

新
た
な
次
世
代
の
経
済
に
つ
な
が

る
よ
う
、
小
売
業
・
メ
デ
ィ
ア
事

業
・
農
業
・
加
工
業
・
デ
ザ
イ
ン

な
ど
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

④
塾
の
内
容
は
、
大
学
・
市
・
日
本

能
率
協
会
総
合
研
究
所
な
ど
が
出

し
た
、
市
を
取
り
巻
く
人
口
減

少
、
産
業
構
造
、
中
心
市
街
地
の

状
況
(
空
き
庖
舗
、
空
き
家
、
高

齢
化
)
な
ど
の
デ

l
タ
に
基
づ
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き
、
現
状
把
握
を
し
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
塾
生
が
、
自
分
た
ち

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
と
す
れ
ば
、

ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
可
能
性
が
あ

る
か
を
、
具
体
化
す
る
こ
と
で
進

め
ら
れ
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
塾
は
、
田
辺
市
と

富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
が
中

心
と
な
り
企
画
を
立
案
し
た
。
そ
れ

に
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
地
元
金
融

機
関
の
紀
陽
銀
行
、
き
の
く
に
信
用

金
庫
が
協
力
J

後
援
に
は
、
田
辺
商

U

ろ

工
会
議
所
、
牟
婁
商
工
会
、
龍
神
村

な
か
へ
ち
ち
ょ
う

商
工
会
、
中
辺
路
町
商
工
会
、
大
塔

村
商
工
会
、
本
宮
町
商
工
会
な
ど
が

修了式を兼ね、塾生力f講師 ・大学 ・金融関係者 ・市関係者 ・

1期生・メディア芯ど、 70名ほどの参加者にプレゼンした

付
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
第

2
期
か

ら
、
第
三
銀
行
、
財
務
省
近
畿
財
務

局
和
歌
山
財
務
事
務
所
も
参
画
。
こ

れ
ら
の
団
体
が
創
業
支
援
を
連
動
さ

せ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
で
は
、
塾
へ
の
出
席
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
へ
の
同
行
を
通
じ
て
、
塾
生
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
塾
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
て
公
庫
主
催
で

「事
業

計
画
の
書
き
方
講
座
」
や
「
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
を
開
催
。
さ
ら
に
個
別

の
融
資
相
談
に
乗
る
な
ど
だ
。
こ
れ

だ
け
細
や
か
な
人
材
育
成
事
業
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ち
ょ
っ
と
思
い

あ
た
ら
な
い
。
ち
な
み
に
予
算
は

3

0
0万
円
で
あ
る
。

塾
の
担
当
者
で
あ
る
田
辺
市
企
画

部
た
な
べ
営
業
室
の
鍋
屋
安
則
さ
ん

は
、
こ
う
語
る
。

「
田
辺
市
は
合
併
叩
周
年
で
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
、
一
つ

は
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
。
も
う
一
つ
は
、
次
の

叩
年
を
見
据
え
た
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
・

戦
略
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
こ
う
と

な
っ
た
。
地
域
に
住
み
続
け
る
た
め

に
は
、
何
が
必
要
か
を
考
え
る
な
か

で
、
い
ち
ば
ん
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
人
口
減
少
。
2
0
4
0年
に
は

今
の

7
割
ま
で
下
が
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
は
人
が
住

ま
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
。
経
済

構
造
を
み
る
と
、
建
設
業
と
小
売
業

の
割
合
が
高
い
。
そ
の
一
方
で
、
外

貨
を
稼
げ
る
製
造
業
の
割
合
が
非
常

に
低
い
。
内
需
に
依
存
し
た
経
済
構

造
で
、
人
口
が
減
る
と
、
田
辺
市
の

経
済
に
大
き
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
。
そ
の
た
め
、
交
流
人
口
を
増
加

さ
せ
て
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
も

う
。
地
域
経
済
の
活
性
化
、
外
貨
を

獲
得
し
よ
う
。
で
き
る
だ
け
地
域
で

お
金
を
回
し
て
い
こ
う
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う

と
始
ま
っ
た
」

塾
の
開
講
に
は

2
年
間
の
準
備
期

間
を
か
け
、
富
山
大
学
と
提
携
し

た
。
な
ぜ
富
山
大
学
だ
っ
た
の
か
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
真
砂

充
敏
・
田
辺
市
長
に
相
談
さ
れ
た
池

田
正
弘
・
田
辺
市
副
市
長
が
関
係
者

に
尋
ね
、
そ
こ
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の

が
富
山
大
学
地
域
連
携
戦
略
室
長
・

金
岡
省
吾
教
授
。
富
山
大
学
で
は
、

魚
津
市
で

6
期
、
高
岡
市
で

4
期
の

地
域
の
事
業
者
を
主
体
と
し
た
塾
が

開
催
さ
れ
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
担
当
の
鍋
屋
さ
ん
が
、

2
年

間
、
富
山
大
学
と
現
地
に
通
い
、
ま

た
金
岡
教
授
に
も
田
辺
市
に
来
て
も

ら
っ
て
計
画
が
練
ら
れ
た
。
富
山
大

学
に
な
っ
た
の
は
、
「
外
部
の
目
線

で
田
辺
市
を
客
観
的
に
評
価
し
て
も

ら
お
う
」
(
池
田
田
辺
市
副
市
長
)

と
の
狙
い
か
ら
だ
。

「金
岡
教
授
と
出
会
い
、
い
ろ
い

ろ
検
討
し
な
が
ら
計
画
を
立
て
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
イ
ノ

ベ
l
タ
l
(革
新
者
。
新
し
い
動
き

を
作
る
人
)
を
い
か
に
作
っ
て
い
く

か
、
そ
れ
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か

と
気
付
い
た
。
社
会
状
況
を
見
る

と
、
人
口
増
加
を
し
て
い
た
と
き

は
、
道
路
建
設
、
企
業
誘
致
、
港
湾

整
備
な
ど
行
政
主
導
で
行
わ
れ
て
き

た
。
人
口
減
少
に
転
じ
た
今
、
方
向

転
換
が
必
要
。
こ
れ
か
ら
は
民
間
主

体
の
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ソ
1
シ
ヤ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
が
、
地

方
創
生
の
突
破
口
と
な
る
。
そ
こ
か

ら

『た
な
べ
未
来
創
造
塾
』
を
具
体
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化
し
て
い
っ
た
」
と
、
鍋
屋
さ
ん
。

塾
の
準
備
は
、
周
到
に
練
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

「
地
域
課
題
と
し
て
、
空
き
庖

舗
、
空
き
家
、
担
い
手
不
足
な
ど
が

あ
る
。
だ
が
、
一
方
で
、
田
辺
市
に

は
、
世
界
遺
産
、
ミ
カ
ン
、
梅
、
熊

野
古
道
な
ど
強
み
と
な
る
資
源
は
多

く
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
ニ
1
ズ
に

結
ぶ
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な

く
、
お
金
に
換
え
て
い
こ
う
。
住
み

続
け
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域

づ
く
り
を
両
立
し
て
い
こ
う
。
大
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
地
域
に
根
差
し
た
小
さ

い
ビ
ジ
ネ
ス
を
た
く
さ
ん
創
る
こ
と

は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
創

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が

つ
な
が
っ
て
地
域
の
大
き
な
力
と
な

る
の
で
は
な
い
か
」
|
|
と
、

考
え

は
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。

「金
岡
教
授
が
言
わ
れ
た
の
は
、

次
の
点
で
し
た
。

1
.
第
三
者
が
作

っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
人
は
動
か
な
い
。

自
分
た
ち
で
考
え
よ
う
。

2
.
世
の
中
が
ど
う
変
わ
っ
て
い

る
の
か
。
き
ち
ん
と
把
握
し

よ
う
。

3
.
い
ろ
い
ろ
な
事
例
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
よ

ャつ。

講
師
で
あ
る
日
本
能
率
協
会
総
合

研
究
所
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー

タ
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら

を
ベ

l
ス
に
、
ど
う
や
っ
た
ら
自
分

た
ち
が
生
き
残
れ
る
の
か
を
話
し
合

い
ま
し
た
」
(
鍋
屋
さ
ん
)

デ
ー
タ
に
基
づ
き

方
向
性
を
明
確
に
把
握

講
義
で
は
、
市
の
方
向
性
、
金
岡

教
授
が
取
り
組
ん
で
き
た
魚
津
市
、

高
岡
市
の
事
例
を
紹
介
。
実
践
家
の

講
師
も
招
か
れ
た
。

福
岡
県
福
津
市
津
屋
崎
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
「
津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ
」

代
表
、
ま
ち
ゃ
つ
く
り
フ
ア
シ
リ
テ

l

タ
i
の
山
口
覚
さ
ん
。空
き
家
の
あ
っ

た
地
区
で
持
ち
主
と
話
し
合
い
、
借

り
手
が
前
払
い
家
賃
を
も
と
に
改
修

を
し
て
居
住
す
る
と
い
う
仕
組
み
を

作
っ
た
。
さ
ら
に
ツ
ア
ー
を
組
み
、

環
境
を
見
せ
る
こ
と
で
定
住
に
つ
な

ぐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
付
け
た
。

地
元
の
講
師
か
ら
は
、
秋
津
野
ガ

一育担まt型竺空軍-

プレゼン|ま3分間でまとめ怠ければ芯ら芯い。発表まで
に塾生同士で何度も練リこんだ(写真は2期生)

ル
テ
ン
代
表
取
締
役
社
長
・
玉
井
常

貴
さ
ん
が
招
か
れ
た
。
移
転
で
使
わ

れ
な
く
な

っ
た
小
学
校
を
、
住
民
が

集
ま
り
投
資
し
て
再
生
。
「秋
津
野

ガ
ル
テ
ン
」
「
秋
津
野
直
売
所
き
て

ら
」
な
ど
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
こ
に

宿
泊
施
設
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
セ

ミ
ナ
ー
会
場
な
ど
を
作
り
、
今
で

は
、
年
間
凶
万
人
が
や
っ
て
く
る
交

流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

注
目
は
、
田
辺
市
に
生
ま
れ
た
海

外
客
誘
致
を
行
う
地
元
発
の
旅
行
会

社
「
一
般
社
団
法
人
田
辺
市
熊
野

ツ
l
リ
ズ
ム
ビ
ュ

l
ロ
l
」
だ
。
会

長
・
多
田
稔
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め

た
。

2
0
0
6
年
に
地
元
観
光
協

会

・
市
な
ど
と
協
力
し
立
ち
上
げ

た
。県
・
市
と
の
連
携
で
海
外
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
代
理
屈
を
使

わ
ず
に
、
直
接
、
海
外
客
を
誘
致
し
、

か
つ
地
元
の
雇
用
に
も
つ
な
げ
た
。

海
外
か
ら
の
観
光
客
(
宿
泊
客
)

は
、
ロ
年
に

3
3
8
9人
だ
っ
た
も

の
が
凶
年
に
は

3
万
9
5
8人
に
ま

で
に
増
え
て
い
る
。

そ
の
手
法
に
は
、

①
海
外
か
ら
田

辺
に
入
る
ル

l
ト
マ
ッ
プ
を
独
自
に

作
成
し
た
。
②
宿
泊
施
設
・
神
社
-

J
R
駅
・
観
光
協
会
・
パ
ス
時
刻
表
な

ど
、
海
外
客
の
立
ち
寄
る
と
こ
ろ
に

は
英
語
を
表
記
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
指
差
し
英
会
話
帳
を

作
成
し
た
。
③
中
心
市
街
地
の
空
き

庖
舗
を
利
用
し
、
市
と
連
携
で
観
光

案
内
所
を
設
置
し
た
。
④
商
庖
街
を

対
象
に
海
外
客
対
応
の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
買
い
も
の
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
始
め
た

ー
ー
な
ど
が
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら

は
地
元
主
体
で
形
に
し
た
の
で
あ
る
。

多
田
稔
子
さ
ん
は
、
こ
の
結
果
、

海
外
客
は
多
く
な
っ
た
が
、
宿
泊
施

設
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
中
心
市

街
地
で
も
受
け
入
れ
を
行
え
ば
、
地

域
経
済
に
貢
献
で
さ
る
こ
と
を
塾
で
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取
り
上
げ
た
。
ち
な
み
に
多
国
さ
ん

は
、
ホ
テ
ル
向
け
に
清
掃
ス
タ
ッ
フ

な
ど
の
人
材
派
遣
を
行
う
側
双
美
商

会
の
副
社
長
。
ビ
ュ

l
ロ
l
代
表
理

事
職
は
無
報
酬
で
あ
る
。

講
師
の
人
選
も
、
塾
生
の
身
近
な

活
動
に
結
び
付
く
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
が
分
か
る
。

-
期
生
の
中
か
ら
、
い
く
つ
も
の

ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
た
。

中
村
文
雄
さ
ん
(
中
村
工
務
庖
)
、

一
級
建
築
施
工
管
理
技
士
・
横
田
圭

亮
さ
ん
(
側
横
田
)
ら
が
立
ち
上
げ

塾生はプランをポスターにし、参加関係者への対面

によるプレゼンも行った

た
組
織
・

L
L
P
タ
モ
リ
舎
が
手
掛

け
た
の
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
っ
た

庭
付
き
古
民
家
を
再
生
し
た
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
「

t
h
e
C
U
E」
。
資
金

は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
融

資
7
0
0万
円
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
イ
ン
グ
で

3
0
0万
円
を
調
達
し

た
。
こ
の
事
業
に
は
、

2
期
生
で
土

地
家
屋
調
査
士
で
あ
る
田
中
事
務

所
・
田
中
弘
志
さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
画
し
て
い
る
。

ま
た

l
期
生
の
塾
生
で
あ
る
美
吉

屋
旅
館
・
吉
本
健
さ
ん
は
、
海
外
で

の
仕
事
の
経
験
か
ら
海
外
客
を
多
く

迎
え
て
い
る
実
績
が
あ
る
。
2
期
生

の
講
師
に
も
な
っ
た
。
彼
は
、
田
辺

市
に
来
て
い
る
欧
米
豪
を
中
心
と
し

た
海
外
客
の
傾
向
ーを
分
析
し
て
紹
介

も
し
た
。
そ
れ
は
、

①
お
み
や
げ
も

の
は
、
あ
ま
り
買
わ
な
い
。
②
田
辺

、

市
の
お
い
し
い
も
の
が
気
に
な
る
。

③
時
間
を
使
う
場
を
探
し
て
い
る
。

④
圧
倒
的
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
。
⑤
7

割
が
J
R
パ
ス
を
持
っ
て
い
る
。
⑥

熊
野
古
道
に
行
っ
て
い
る
が
、
街
中

に
も
来
て
い
る
ー
ー
ー
な
ど
だ
。
つ
ま

り
、
食
、
街
巡
り
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、

宿
泊
を
独
自
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

新
た
な
商
品
が
生
ま
れ
る
し
、
滞
在

期
間
も
長
く
な
る
。

-
期
生
の
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
-
竹
林
陽
子
さ
ん
は
京
都
出

身
。
ご
主
人
が
田
辺
市
出
身
だ
っ
た

こ
と
か
ら
結
婚
を
機
に
移
り
住
ん

だ
。
彼
女
が
、
-
期
生
の
プ
レ
ゼ
ン

の
ポ
ス
タ
ー
を
手
掛
け
た
。

ま
た
、
虫
食
い
で
販
売
で
き
な

か
っ
た
木
材
「
あ
か
ね
材
」
の
活
用

を
森
林
組
合
か
ら
相
談
さ
れ
、
デ
ザ

イ
ン
の
力
で
未
利
用
木
材
に
よ
る
家

具
や
グ
ツ
ズ
製
作
に
着
手
。
こ
れ
に

榎
本
将
明
さ
ん
(
榎
本
家
具
庖
・
た

な
べ
未
来
創
造
塾
第
l
期
生
)
が
賛

同
し
、
家
具
販
売
に
協
力
。
竹
林

徹
さ
ん

(
1
級
建
築
士
)
、
山
林
敏

巴
さ
ん
(
山
牧
木
材
)
、
中
川
雅
也

さ
ん
(
側
中
川
・
た
な
べ
未
来
創
造

塾
第

2
期
生
、
育
林
業
・
森
林
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
)
な
ど
、
塾
生
と
市
内

事
業
者
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
「

B
o
k
u
M
o
k
u」

が
生
ま
れ
、
新
た
な
や
フ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
が
始
ま
っ
た
。

2
期
生
も
続
々
と
開
業
や

新
規
事
業
を
展
開

画
期
的
な
の
は
、

2
期
生
で
海
外

経
験
が
あ
り
、
英
語
の
塾
講
師
を
し

な
が
ら
パ
ン
屋
で
働
い
て
い
た
浅
賀

由
貴
乃
さ
ん
。
塾
で
仲
間
が
で
き
た

こ
と
。
事
業
の
仕
方
を
学
ん
だ
こ

と
。
働
い
て
い
た
パ
ン
屋
さ
ん
が
閉

居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
こ

で
、
商
居
街
の
空
き
庖
舗
を
使
っ
て

引
き
継
ぎ
、
新
た
に
盾
舗
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。
販
売
す
る
パ
ン
は
、
塾

生
で
あ
る
農
家
の
産
物
を
使
っ
た
コ

ラ
ボ
レ

1
シ
ヨ
ン
。
得
意
の
英
語

で
、
海
外
客
も
気
軽
に
寄
れ
る
パ
ン

屋
だ
。
こ
れ
に
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
融
資
を
受
け
た
。
塾
か
ら
出
た
若

手
の
開
業
と
あ
っ
て
、
町
中
の
噂
に

な
っ
て
い
た
。

ほ
か
に
も
多
彩
な

2
期
生
が
い
る

の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

山
間
地
龍
神
村
で
地
元
の
食
材
を

利
用
し
た
養
鶏
、
そ
の
堆
肥
を
使
っ

た
農
業
と
の
連
携
な
ど
を
目
指
す
石

崎
源
太
郎
さ
ん
。

遊
休
地
の
活
用
を
目
指
し
て
い
る

十
秋
園
・
農
業
・
野
久
保
太
一
郎

さ
ん
は
、
塾
生
の

6
名
と
連
携
し
て

ミ
カ
ン
・
米
を
栽
培
。
物
語
の
あ
る

食
を
全
国
に
配
信
す
る
。

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
s
o
r
r
i

s
o
(
ソ
リ
ツ
ソ
こ
を
営
む
田
上
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太
輝
さ
ん
は
、
自
社
農
園
で
の
野
菜

栽
培
と
農
業
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た

新
た
な
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
を
す
る
。

海
外
客
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
を
対
象
と

し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
と
、
ツ
l
リ
ズ

ム
を
展
開
予
定
だ
。

家
族
で
参
加
す
る
湿
布
づ
く
り
、

生
活
習
慣
・
食
生
活
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
を
目
指
す
の
は
、
老

舗
、
と
ら
や
薬
局
(
調
剤
薬
局
・
医

薬
品
販
売
業
)
の
稲
田
卓
史
さ
ん
。

田
辺
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長

で
、
車
の
販
売
会
社
の
経
験
が
あ
る

2期生修了式懇親会は、 1期生が作った古民
家リノペーションのゲストハウスで開かれた

2期生受講メン
バ 。撃を通し

て仲間に忽リ、

お互いが語るこ

とでビジョンわf

具体化されるこ

とに

登
坂
知
広
さ
ん
は
、
中
心
市
街
地
に

車
両
送
迎
を
用
い
た
会
員
制
の
高
齢

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
拠
点
設
置
に
よ

る
新
規
創
業
を
目
指
し
て
い
る
。

施
主
の
要
望
に
応
じ
る
た
め
、
さ

ら
に
自
社
の
強
み
を
生
か
し
て
定
住

人
口
増
の
た
め
の
事
業
展
開
を
目
指

す
例
も
あ
る
。
中
古
物
件
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
新
婚
世
帯
の
流
入

や
若
者
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
、
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
計
画
す
る
の

は
、
高
垣
工
務
屈
の
石
山
登
啓
さ
ん
。

元
森
林
組
合
勤
務
か
ら
の
起
業

家
、
育
林
業
の
側
中
川
(
森
林
コ

ン

サ
ル
タ
ン
ト
)
の
中
川
雅
也
さ
ん

は
、
田
辺
産
苗
木
に
よ
る
山
づ
く
り

な
ど
を
通
じ
、
林
業
活
性
化
を
目
指

す
。
間
伐
・
植
樹
の
事
業
を
請
け
負

う
が
、
植
林
に
使
う
種
苗
を
購
入
で

は
な
く
地
元
で
作
り
、
そ
こ
に
企
業

に
参
加
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
始

め
る
予
定
だ
。

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
設
計
監
理
ま

で
を
目
指
す
中
島
大
介
設
計
工
房
の

一
級
建
築
士
・
中
島
康
代
さ
ん
は
、

一
定
数
の
定
住
が
あ
り
、

ω
%が
却

i
m代
で
あ
る
こ
と
に
注
目
。
空
き

家
を
子
育
て
世
代
向
け
に
リ
ノ
ベ

l

シ
ヨ
ン
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
を
考

え
た
賃
貸
住
宅
を
実
現
。
子
育
て
の

集
会
場
を
も
作
る
。

建
築
C
G
パ
l
ス
、
木
工
製
作
を

す
る
中
山
智
文
さ
ん
は
、
木
工
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に
行

う
「
も
の
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
を
併
設

し
、
海
外
客
と
日
本
人
の
交
流
の
場

と
し
て
、
日
本
の
伝
統
工
芸
を
今
に

活
か
す
「

a
t
e
l
i
e
r
b
o

b

O

(

ア
ト
リ
エ
ボ
ボ
こ
を
創

業
予
定
だ
。
白

土
地
家
屋
調
査
士
の
田
中
弘
志
さ

ん
は
、
増
え
続
け
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が

多
い
こ
と
に
着
目
し
、
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
し
た
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
て
い
る
。

最
後
に
、
紀
州
材
、
細
川
紙
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
表
具
の
輸

出
を
模
索
し
て
い
る
漬
田
表
具
庖

・

漬
田
元
輝
さ
ん
、
な
ど
と
い
っ
た
メ

ン
バ
ー
だ
。

修
了
式
に
参
加
し
た
き
の
く
に
信

用
金
庫
田
辺
支
庖
長
の
橋
本
和
也
さ

ん
は
、
「
ロ
名
の
プ
レ
ゼ
ン
に
は
感

動
し
た
。
開
講
式
に
も
立
ち
会
っ
た

が
、
そ
の
と
き
は
皆
さ
ん
不
安
げ
な

顔
だ
っ
た
も
の
が
、
今
は
自
信
に
満

ち
あ
ふ
れ
で
い
て
、
す
ご
い
成
長
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

き
の
く
に
信
用
金
庫
と
し
て
、
今
後

は、

3
期
生
、

4
期
生
を
送
り
出
せ

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
興
奮
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

修
了
式
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て

も
起
業
す
る
若
手
メ
ン
バ
ー
の
顔
が

見
え
、
事
業
構
想
が
分
か
り
ゃ
す
く

プ
レ
ゼ
ン
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
だ
。

融
資
に
関
し
て
も
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
つ
若
い
人
た
ち
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
広
が
れ
ば
、
地
域
が
大
き
く

動
き
出
す
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が

4
、

5
年
と
続
け
ば
さ
ら
に
広
が

り
、
持
続
的
経
済
を
も
た
ら
す
活
気

を
生
む
に
違
い
な
い
。
地
域
に
寄
り

添
う
信
用
金
庫
、
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

連
携
の
形
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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かなまる ひろみ

食環境ジャーナリスト。執

筆活動のほか、各行政機関

と連携した食からの地域創

リ、特産昂のプロモーショ

ン、食育事業のアドバイザー

として活動。総務省地域力

創造アドバイザ一、内閣官

房地域活性化応援隊地域活

性化伝道師。著書に 『田舎

力~ヒト ・夢・カネカf集ま

る5つの法則J(NH K出版
生活人新書)ほか多数。


